第１３課　　召されたアブラハム　(創11:27～12:9)
神様の召しは完璧です。すべてを用意してから召されます。多くの人がこの部分を悟っていません。同じく、アブラハムも悟れませんでした。神様の導きを受けるために切に祈る人は必ず成功します。
１． アブラハムを召された理由
（１）罪人を救うためです（カルデヤのウル）
（２）偶像から救うためです（その地から出なさい）
（３）新しい祝福をくださるためです（父の家を出て）
（４）持続的な導きのためです（わたしが示す地へ行きなさい）
２．召されたことに対するアブラハムの反応
（１）創11:30～32
（２）創12:1～4
（３）創12:10～20
３．失敗を繰り返すアブラハム
（１）兄の死
（２）父の死
（３）飢きん
（４）エジプトに行ってしまいます
４．アブラハムが知らなかったことはなんでしょうか（創世記の核心）
　　神様は私たちを召されるとき、いくつかの重大な計画を持って召されます
（１）のろい、不信仰、偶像から救うことを願われます（創12:1）
（２）信仰の先祖にすることを願われます（創12:2）
（３）家族、子孫を祝福することを願われます（創12:2）
（４）他の民族を生かすことを願われます（創12:2）
（５）祝福の証拠にすることを願われます（創12:3）
（６）行く所々に祭壇を築くことを願われます（創12:6～8）
（７）神様の新しい祝福と恵みを受けることを願われます（出ていきなさい）
（８）救いの種をまくことを願われます
